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黄金ぐもたちの名勝負は主がれる熟しヽ視線

今月のページ
○戸籍事務コンピューター稼働

○かじきトピックス

○かじきインフォメーション

○地球温暖化・男女共同参画

○力卜ちゃんねる・がんばっています・郷土館

○竜門句会・図書館だより

○うぶ声・御寄附・在宅医
◎この脚韻は両軸を醐しています。
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ホームページア

平成6年に戸籍法が一部改正され、
戸籍事務の電算化（コンピューター
処理）が可能になりました。

これにより加治木町では、戸籍の
作成から証明書発行までのスピード
化と、住民サービスの向上を図るため、
6月28日から戸籍事務をコンピュー
ター化しました。

戸籍事務　6月28日から

回国圃圃圃

平 成 拾 六 年 六 月 弐 拾 八 日 加 治 木 五 郎 と 婚 姻 届 出 入 籍 ㊥ �八 日 父 届 出 入 籍 ㊥ ��昭 和 五 拾 五 年 六 月 弐 拾 六 日 姶 良 那 加 治 木 町 で 出 生 同 月 弐 拾 � � � � � � � � �平 成 拾 六 年 六 月 弐 拾 八 日 木 田 お し ん と 婚 姻 届 出 入 籍 ㊥ �日 父 届 出 入 籍 ㊥ ��昭 和 五 拾 六 年 六 月 弐 拾 八 日 姶 良 郡 加 治 木 町 で 出 生 同 月 参 拾 � � � �平 成 拾 六 年 六 月 弐 拾 八 日 絹 製 ⑳ �籍　本 

鹿 児 島 県 姶 良 郡 加 治 木 町 本 町 弐 百 五 拾 参 番 地 名氏 加 治 木 

生田 �� �����母 ��父 ��生出 ��婁 �����母 ��父 ���生田 ��夫 �����母 ��父 

昭 和 五 倍 五 年 ��お し ん �����お り ん ��木 田 ���昭 和 五 拾 六 年 ��五 �����花 ��加 治 木 太 

′ヽ 月 弐 船 六 日 ���������郎 ���月 弐 拾 八 日 ��郎 �����子 ��郎 ������五 郎 

女　長 ������������男　長 

●■書ござで珊珊ra多を車軸千春セキをやみ亨を亨をねら全軍も率、持合蝶亨乙卓rZ亭名画率も却繁々！

▽
戸
籍
が
電
算
化
さ
れ
る
と

こ
れ
ま
で
戸
籍
は
、
和
紙
の
用

紙
に
手
書
き
や
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー

で
作
成
し
管
理
さ
れ
て
い
た
た
め
、

多
く
の
時
間
を
要
し
て
い
ま
し
た
。

電
算
化
す
る
こ
と
で
、
よ
り
早
く
、

正
確
に
、
ま
た
分
か
り
や
す
い
戸

籍
と
な
り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
と
事
務
の
効
率
化
が
図
ら
れ
ま

す。▽
電
算
化
さ
れ
る
対
象
戸
籍
は

本
籍
が
加
治
木
町
に
あ
る
人
の

戸
籍
に
限
り
ま
す
。
加
治
木
町
に

住
所
が
あ
っ
て
も
本
籍
を
町
外
に

置
い
て
い
る
戸
籍
は
対
象
外
で
す
。

▽
様
式
と
名
称
が
変
わ
る

こ
れ
ま
で
の
「
戸
籍
謄
本
（
抄

本
）
」
か
ら
「
全
部
（
個
人
）
事
項

証
明
書
」
　
へ
名
称
が
変
わ
り
、
様

式
も
参
考
図
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

・
戸
籍
謄
本
（
戸
籍
に
記
載
さ
れ

て
い
る
全
員
を
証
明
す
る
も

の
）
が
全
部
事
項
証
明
書
へ

・
戸
籍
抄
本
（
戸
籍
に
記
載
さ
れ

て
い
る
個
人
を
証
明
す
る
も

の
）
が
個
人
事
項
証
明
書
へ

▽
戸
籍
の
附
票
も
電
算
化

戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人
の

現
住
所
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、

戸
籍
附
票
制
度
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
附
票
も
電
算
化
さ
れ
ま
す
。

／

圏
こ
の
よ
う
に

変
わ
り
ま
す

／
l
i
－
ヽ

戸
籍
の
電
算
化

Q
＆
A
（
問
答
）

の
今
ま
で
の
戸
籍
は
ど
う
な
り
ま
す

か
？画

像
化
し
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
管

理
さ
れ
、
平
成
改
製
原
戸
籍
と
し
て

保
存
さ
れ
ま
す
。

②
電
算
化
で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら

れ
ま
す
か
？

個
人
情
報
を
保
護
す
る
た
め
に
加

治
木
町
が
定
め
た
「
戸
籍
情
報
シ
ス

テ
ム
に
係
る
デ
ー
タ
保
護
管
理
要

綱
」
に
よ
り
、
今
ま
で
同
様
に
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま
す
。

③
電
算
化
に
よ
っ
て
、
氏
名
が
辞
書

に
な
い
文
字
か
ら
辞
書
に
あ
る
文
字

に
変
わ
っ
た
場
合
、
住
民
票
や
印
鑑

証
明
な
ど
の
文
字
は
ど
う
な
り
ま
す

か
？電

算
化
さ
れ
た
戸
籍
の
文
字
に
合

わ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
文
字

変
更
の
手
続
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せん。
④
戸
籍
関
係
証
明
書
の
申
請
方
法
が

変
わ
り
ま
す
か
？

名
称
が
変
わ
っ
た
だ
け
で
、
申
請

手
続
は
今
ま
で
ど
お
り
で
す
。



「お知らせ」が電話で開けます。竃曇譲翳軍事
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今まで朱肉で証明印を 

押していましたが、住民 

票と同じく電子公印（黒 

色の印）に変わります。 

iir十 

複写機による偽造を防 

止するため、住民票と同 

じく白紙から特殊な改ざ 

ん防止の用紙に変わりま 

す。 

（1の1）i全都事項証明 

本　　　　　籍 �鹿児島県姶良郡加治木町本町253番地 

氏　　　　　名 �加治木　五郎 

戸籍事項 戸籍編製 �【改製日】平成16年6月26日 【改製事由】平成6年法務省令第51号附則第2粂第1項による改製 

戸籍に記載されている者 �【名】五郎 

【生年月日】昭和56年6月28日　　　【配偶者区分】夫 
【父】加治木　太郎 
【母】加治木　花子 
【続柄】長男 

身分事項 出生 婚姻 �【出生日】　昭和56年6月28日 

【出生地】　姶良郡加治木町 
【届出目】　昭和56年6月30日 
【届出人】　父 

【婚姻日】　平成16年6月28日 
【配偶者氏名】加治木おしん 
【従前戸籍】姶良郡加治木町本町253番地　加治木　太郎 

戸籍に記載されている者 �【名】おしん 

【生年月日】昭和55年6月26日　　　【配偶者区分】妻 
【父】木田　二郎 
【母】木田　おりん 
【続柄】長女 

身分事項 出生 婚姻 �【出生日】　昭和55年6月26日 

【出生地】姶良郡加治木町 
【届出日】　昭和55年6月28日 
【届出人】父 【婚姻目】平成16年6月28日 

【配偶者氏名】加治木五郎 
【従前戸籍】姶良郡加治木町木田7000番地　木田　二郎 

以下余白 

発行番号　00000001

これは、戸籍に記載されている事項の全部を証明した書面である。

平成16年6月28日

鹿児島県姶良郡加治木町長　川野威朗

一合字ゞ溝i声を♀ききeS′aSセきざ軸を葦毛事を♀令身杏樹喜平細事軸を♀春セキ軸モ卓をS宅を乙＞⊆宅を乙率を争乙しぎ乙

問い合わせ先

加治木町役場住民課

℡62－2111（内線122）
＼

＿＿＿＿＿　　　一／

⑤
証
明
手
数
料
は
変
わ
り
ま
す
か
？

手
数
料
は
、
今
ま
で
ど
お
り
一
通

当
り
脚
円
で
す
。
た
だ
し
、
平
成
改

製
原
戸
籍
（
今
ま
で
の
縦
書
き
の
紙

戸
籍
）
　
は
棚
田
に
な
り
ま
す
。

⑥
相
続
の
た
め
必
要
な
複
雑
な
戸
籍

は
す
ぐ
発
行
さ
れ
ま
す
か
？

相
続
が
発
生
す
る
と
歴
代
の
戸
籍

を
さ
か
の
ぼ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

一
件
の
申
請
に
長
い
時
間
を
要
し
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
電
算
化
で

デ
ー
タ
を
一
括
化
す
る
の
で
複
雑
な

戸
籍
も
短
時
間
で
発
行
で
き
ま
す
。
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金賞を受賞した内村さん（左）と郡山さん（右）郡山佑花さんの書道内村朱里さんの絵画

か
じ
毒
　
ト
ビ
l
y
’
ス

ぐ
も
た
ち
へ
熱
い
声
援

四
百
年
以
上
の
歴
史
と
伝
統
を
持

つ
　
「
加
治
木
町
く
も
合
戦
大
会
」
が

六
月
二
十
日
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
内
は
、
棒
上

で
死
闘
を
繰
り
広
げ
る
く
も
た
ち
へ

熱
い
声
援
が
飛
び
交
い
、
終
日
熱
気

の
渦
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

今
大
会
に
は
、
優
良
く
も
の
部
に

四
十
七
人
、
合
戦
の
部
に
百
五
十
七

人
（
大
人
の
部
八
十
二
人
、
少
年
の

部
七
十
五
人
）
が
出
場
。
は
じ
め
に

優
良
く
も
コ
ン
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
、

審
査
員
た
ち
は
、
く
も
の
大
き
さ
や

形
、
色
あ
い
な
ど
、
細
か
い
部
分
ま

で
厳
し
く
審
査
し
て
い
ま
し
た
。

合
戦
の
部
に
入
る
と
、
会
場
の
熱

気
は
ぐ
ん
ぐ
ん
上
昇
。
自
分
の
く
も

の
出
番
に
な
る
と
、
舞
台
の
前
に
陣

取
り
必
死
の
応
援
。
大
人
も
子
ど
も

も
手
に
汗
握
り
、
一
生
懸
命
声
援
を

贈
っ
て
い
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
大
会
に
合
わ
せ
て

開
催
さ
れ
た
「
く
も
合
戦
絵
画
・
書

道
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
絵
画
の
部
で
金
賞
を
受
賞
し
た

内
村
朱
里
さ
ん
　
（
竜
門
小
二
年
）
と

書
道
の
部
で
金
賞
を
受
賞
し
た
郡
山

佑
花
さ
ん
　
（
錦
江
小
六
年
）
　
に
、
賞

状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

【
大
会
成
績
】
優
勝
者
以
外
は
町
内

関
係
者
の
み
掲
載

▼
優
良
く
も
の
部
　
優
勝
－
谷
口
学

（
出
水
市
）
　
▼
合
戦
・
大
人
の
部

優
勝
－
入
部
真
（
鹿
児
島
市
）
　
五

位
－
橋
口
純
隆
　
七
位
－
吉
村
正
利

十
位
－
川
原
朗
伸
　
▼
合
戦
・
少

年
の
部
　
優
勝
－
前
村
詩
乃
　
六
位

－
瀬
戸
口
良
　
七
位
－
畠
中
大
輔

八
位
－
榎
薗
太
郎
　
▼
王
将
戦
・
大

人
の
部
　
優
勝
－
山
之
内
こ
ず
え

（
鹿
児
島
市
）
　
二
位
－
橋
口
純
隆

▼
王
将
戦
・
少
年
の
部
　
優
勝
－
久

保
田
桂
子
（
鹿
児
島
市
）

【
絵
画
・
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
】

▼
絵
画
の
部
　
金
貨
－
内
村
朱
里

（
竜
門
小
二
年
）
　
銀
賞
－
古
川
華

人
（
柁
城
小
二
年
）
　
永
田
実
季

（
錦
江
小
三
年
）
　
銅
賞
－
竹
下
優

希
（
永
原
小
一
年
）
　
岩
元
圭
（
永

原
小
二
年
）
　
西
畑
昇
太
郎
（
竜
門

小
三
年
）

▼
書
道
の
部
　
金
賞
－
郡
山
佑
花

（
錦
江
小
六
年
）
　
銀
賞
－
本
石
直

志
（
柁
城
小
六
年
）
　
銀
賞
－
蔵
園

万
里
亜
　
（
柁
城
小
四
年
）
　
銅
賞
－

下
楠
薗
梨
花
子
（
加
治
木
小
六
年
）

福
永
麻
衣
（
柁
城
小
四
年
）
　
森

永
崇
史
（
竜
門
小
四
年
）
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農業委員に
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囲
閏
胴
囲
圏

原
口
道
子
さ
ん
（
－
　
）長

寿
社
会

永
井
チ
リ
子
さ
ん
と
原
口
道
子
さ
ん

に
九
州
社
会
福
祉
協
議
会
連
合
会
会

長
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
生
活

に
困
っ
て
い
る
人
、
児
童
、
心
身
障

害
者
、
老
人
、
母
子
世
帯
等
、
援
護

を
必
要
と
す
る
人
々
の
相
談
指
導
に

あ
た
る
地
域
の
奉
仕
者
で
、
住
民
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
な
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
受
賞
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

内
村
　
茂
さ
ん

晴
　
地
域
に
お
け
る
「
す
こ
や
か
長
寿

一
社
会
づ
く
り
運
動
」
の
浸
透
普
及
を

図
る
た
め
、
岩
原
東
地
区
長
寿
会
会

長
の
内
村
茂
さ
ん
が
、
鹿
児
島
県
知

事
か
ら
「
す
こ
や
か
長
寿
社
会
運
動

推
進
協
力
員
」
と
し
て
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。
高
齢
者
が
で
き
る
限
り
住
み

慣
れ
た
家
庭
や
地
域
の
中
で
、
健
康

で
生
き
が
い
を
も
っ
て
暮
ら
し
て
い

け
る
よ
う
、
こ
の
運
動
が
推
進
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

※
町
内
の
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢

者
の
割
合
（
平
成
十
六
年
四
月
一
日

現
在
）
　
は
二
十
三
パ
ー
セ
ン
ト
。

者
で
賑
わ
う

龍
門
司
焼
次
郎
太
窯
の
「
窯
元
祭

り
」
が
、
六
月
五
日
か
ら
十
三
日
ま

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
期
間
中
、
商

品
が
通
常
の
二
割
引
で
購
入
で
き
る

と
あ
っ
て
、
連
日
多
く
の
陶
芸
愛
好

者
が
会
場
を
訪
れ
ま
し
た
。
中
に
は

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
開
催
を
知
っ

た
。
」
と
い
う
県
外
か
ら
の
熱
烈
な

フ
ァ
ン
も
。
会
場
で
は
、
五
百
点
余

り
の
作
品
が
展
示
販
売
さ
れ
た
ほ
か

「
好
み
の
器
で
抹
茶
を
ど
う
ぞ
。
」

と
い
っ
た
粋
な
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
、

訪
れ
た
人
た
ち
は
心
の
安
ら
ぐ
ひ
と

時
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

陸
上
競
技
大
会
で
高
楼
生
が
活
躍

軸
喜
田

農
業
委
員
会
の
選
任
に
よ
る
委
員

の
う
ち
、
共
済
推
薦
者
と
し
て
永
原

の
束
輝
雄
さ
ん
が
新
し
く
農
業
委
員

に
選
任
さ
れ
、
六
月
十
日
、
川
野
町

長
か
ら
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
一

県
立
鴨
池
陸
上
競
技
場
で
開
催
さ

れ
た
「
鹿
児
島
県
高
校
総
合
体
育
大

会
」
（
五
月
二
十
七
日
⊥
二
十
日
）

の
陸
上
競
技
で
、
本
町
の
高
校
生
が

活
躍
し
ま
し
た
。

男
子
で
は
：
水
江
啓
祐
く
ん
　
（
鹿

児
島
商
高
三
年
）
　
が
8
0
0
m
で
優

勝
し
た
ほ
か
、
4
0
0
m
で
五
位
、

4
0
0
m
リ
レ
ー
で
三
位
、
1
6
0

O
m
リ
レ
ー
で
四
位
に
入
賞
。
女
子

で
は
、
円
盤
投
げ
で
小
坂
友
里
さ
ん

（
加
治
木
工
高
二
年
）
が
優
勝
。
1

6
0
0
m
リ
レ
ー
で
和
田
ち
ひ
ろ
さ

ん
（
梅
南
高
三
年
）
が
三
位
、
立
元

淳
子
さ
ん
（
鹿
児
島
高
三
年
）
が
五

位
に
入
賞
し
、
六
月
に
宮
崎
市
で
開

催
さ
れ
た
南
九
州
大
会
へ
出
場
し
ま

した。
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Hへ幸三－－－〈

人
権
に
関
す
る
理
解
を
深
め
、
差

別
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
く
た
め

人
権
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し

ます。
○
内
容
　
基
本
的
人
権
の
尊
重
、
擁

護
等
を
訴
え
る
も
の

○
応
募
資
格
　
県
内
の
小
・
中
・
高

校
・
盲
・
聾
・
養
護
学
校
の
児
童
・

生
徒
及
び
一
般
の
方

○
規
格
　
画
用
紙
は
「
四
つ
切
り
」

縦
書
き
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
小
学

生
に
つ
い
て
は
「
四
つ
切
り
」
又
は

「
八
つ
切
り
」
の
い
ず
れ
か
で
縦
書

き
と
し
ま
す
。
材
料
は
ク
レ
ヨ
ン
、

水
彩
、
ポ
ス
タ
ー
カ
ラ
ー
等
を
使
用

し
て
く
だ
さ
い
。
絵
の
中
に
文
字
を

入
れ
で
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

○
応
募
期
間
　
8
月
1
日
～
9
月
5
0

日
　
当
日
消
印
有
効

○
送
付
先
　
〒
8
9
0
－
8
5
1
1

鹿
児
島
市
鴨
池
新
町
1
0
番
1
号

県
環
境
生
活
部
人
権
同
和
対
策
課

▽
問
い
合
わ
せ
先

県
環
境
生
活
部
人
権
同
和
対
策
課

皿
0
9
9
（
2
8
6
）
　
2
5
1
4

山
地
災
害
の
防
止
に
対
す
る
関
心

を
高
め
る
た
め
、
「
標
語
」
と
「
写

真
」
を
募
集
し
ま
す
。

○
標
語
　
山
地
災
害
の
防
止
、
治
山

事
業
の
効
果
、
防
災
意
識
の
高
揚
を

呼
び
か
け
る
も
の

○
写
真
　
治
山
施
設
や
治
山
事
業
、

防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
や
避
難
訓
練
、
山

地
災
害
の
状
況
な
ど

○
応
募
資
格
　
不
問

○
応
募
締
切
　
9
月
2
0
日
（
月
）

○
送
付
先
　
〒
1
0
0
－
0
0
1
4

千
代
田
区
永
田
町
2
－
4
－
3

（
社
）
　
日
本
治
山
治
水
協
会
　
標
語

及
び
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集
係

▽
問
い
合
わ
せ
先

（
社
）
　
日
本
治
山
治
水
協
会

Ⅲ
0
3
　
（
3
5
8
1
）
　
2
2
8
8

品
（
小
説
）
を
募
集
し
ま
す
。

○
応
募
資
格
　
九
州
・
沖
縄
に
在
住
の
方

○
応
募
作
品
　
小
説
。
未
発
表
作
品

一
編
に
限
る
。

○
条
件
　
4
0
0
字
詰
め
原
稿
用
紙

5
5
枚
か
ら
0
0
枚
ま
で
。
（
ワ
ー
プ
ロ

の
場
合
も
1
枚
2
0
字
詰
め
2
0
行
の
こ
と
。

○
締
切
　
8
月
3
1
日
（
必
着
）

○
送
付
先
　
〒
8
9
0
－
8
5
1
1

鹿
児
島
市
鴨
池
新
町
1
0
番
1
号

県
環
境
生
活
部
文
化
振
興
係

▽
問
い
合
わ
せ
先

財
団
法
人
九
州
文
化
協
会

皿
0
9
2
（
1
1
1
）
　
0
1
8
8

○
参
加
費
　
無
料

○
申
込
締
切
　
8
月
3
日
（
火
）

▽
問
い
合
わ
せ
先

隼
人
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
川
崎

皿
（
坐
　
4
1
9
1

∴
一
∴
∴
「

談
室
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
こ
の
相

談
室
で
は
弁
護
士
、
中
小
企
業
診
断

士
、
税
理
士
な
ど
の
専
門
家
が
無
料

で
指
導
や
助
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。

経
営
が
不
振
に
陥
る
気
配
が
あ
る

な
ら
、
早
め
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

加
治
木
町
商
工
会

田
（
6
3
）
　
2
2
9
5

問
「
－
＝
∴

第
3
6
回
九
州
芸
術
祭
の
行
事
の
一

環
と
し
て
、
九
州
芸
術
祭
文
学
賞
作

視
覚
障
害
者
へ
の
理
解
を
深
め
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
を
持
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
点
字

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

○
対
象
者
　
小
学
4
年
生
以
上
。
親

子
で
の
参
加
も
可
能

○
日
時
　
8
月
6
日
（
金
）
午
後
1

時
5
0
分
～
4
時
0
0
分

○
場
所
　
鳥
越
つ
ば
さ
館
（
隼
人
町

西
光
寺
6
2
5
－
2
）

○
定
員
　
0
0
名

第
二
次
世
界
大
戦
の
沖
縄
戦
で
戦

死
し
た
、
鹿
児
島
県
出
身
者
の
追
悼

式
に
参
列
さ
れ
る
ご
遺
族
の
方
を
募

集
し
ま
す
。

○
と
き
　
日
月
1
1
日
（
木
）

○
と
こ
ろ
　
　
沖
縄
県
糸
満
市
摩
文

仁
丘
鹿
児
島
霊
園

○
対
象
者
　
　
沖
縄
戦
で
戦
死
し
た

方
の
三
親
等
以
内
の
遺
族
の
方

○
申
込
先
　
役
場
保
険
生
活
課

○
申
込
期
限
　
　
8
月
3
1
日
（
火
）

▽
問
い
合
わ
せ
先

保
険
生
活
課
生
活
児
童
係

皿
（
6
2
）
　
2
1
1
1
内
線
1
3
2

聞
閣
閣
圏

圏
剛
圏
閏
国

商
工
業
者
の
経
営
危
機
を
回
避
し

倒
産
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
相

本
年
9
月
か
ら
1
1
月
ま
で
、
「
平

成
1
6
年
全
国
消
費
実
態
調
査
」
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
国
民
生
活
の
実
態

を
家
計
面
か
ら
明
ら
か
に
す
る
た
め

に
行
う
も
の
で
、
内
容
は
、
主
に
家

計
簿
を
記
入
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で

す
。
調
査
結
果
は
、
社
会
・
経
済
諸

施
策
の
基
礎
資
料
と
し
て
広
く
利
用

さ
れ
ま
す
。
調
査
員
が
皆
さ
ま
の
お

宅
に
伺
い
ま
し
た
ら
、
御
協
力
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

県
庁
統
計
課

Ⅲ
0
9
9
（
2
8
6
）
　
2
4
8
8



「お知らせ」が電話で開けます。

かごしまクリーンアップキャンペーン2003報告
ごみ調査結果

昨年実施された「かごしまクリーンアップキャン

ペーン2003」には、県内43会場で2，559名のボラン

ティアが参加し、81，570個の漂着散乱ゴミを回収しま

した。加治木町においても、須崎海岸のごみ調査・収

集に83人のボランティアの方々が参加しました。

地球規模で見ると、海洋は閉鎖性水域であるため、

部分的な汚染は地球規模の汚染へと広まります。私た

ちは、身近な鹿児島の海岸が、自らの生活で生じたゴ

ミによって汚染されていることを重大な課題として受

け止めるとともに、これらの散乱が海でつながる太平

洋をも汚染していることを認識しなければなりません。

今後は、どのようにすればごみを減らすことができる

かを考え、日頃から責任ある行動をとるというライフ

スタイル全体を考え直していくことが重要です。

ロ硬質プラスチック破片
12，3％

口　たばこの吸殻・フィルター
11．6％

口発泡スチロールの破片・大
9．6％

ロ　シートや袋の破片　8．5％

ロ発泡スチロールの破片・小
8．2％

口ふた・キャップ　6．0％

□食品の包装・容器　5．3％

S飲料用プラボトル　4．2％

ロ　ガラス破片　3，7％

易花火　3．7％

□　その他　26．9％

肺がん桟診・一般住民結核桟彩の日程が変更IこなD暮し）に
暮らしのカレンダー（附属資料①健康カレンダー）に掲載してある肺がん検診および一般住民

結核検診の日程が次のとおり変更になりました。御注意ください。

検　診　の　種　類 �変　　　更　　　前 

肺　が　ん　検　診 �8月5・6・9・10日 

一般住民結核検診 �8月11・17－20・23－27日 
（予備日）11月18日 

問い合わせ先　役場健康福祉課保健予肪係　℡62－2111（内線501・502）

○
試
験
日
　
1
0
月
2
日
・
3
日

○
受
験
資
格

①
認
定
教
育
訓
練
受
講
終
了
者
（
終

了
見
込
者
を
含
む
。
）

②
受
験
希
望
科
目
に
関
連
の
あ
る
実

務
経
験
者
　
初
級
3
年
以
上
、
中
級

5
年
以
上
を
有
す
る
人

○
受
験
科
目
　
①
人
事
・
労
務
・
能

力
開
発
②
経
理
・
財
務
③
営
業
・

悶
聞
間
脳

○
内
容
　
パ
ソ
コ
ン
　
（
ワ
ー
ド
、
エ

ク
セ
ル
）

○
開
催
地
　
鹿
児
島
市
内

○
期
間
　
8
月
3
1
日
（
火
）
～
1
0
月

8
日
（
金
）

○
応
募
資
格
　
県
内
に
居
住
し
、
育

児
・
介
護
な
ど
に
よ
る
理
由
で
離
職

し
、
講
習
で
得
た
技
術
・
知
識
を
生

か
し
て
再
就
職
を
希
望
す
る
方

○
受
講
料
　
無
料
（
教
材
費
等
に
つ

い
て
は
自
己
負
担
）

○
申
込
方
法
　
8
月
3
日
～
4
日
に

鹿
児
島
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
へ
直
接

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
（
か

ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
内
）

皿
0
9
9
（
2
2
1
）
　
6
6
0
3

役
場
職
員
の
人
事
異
動
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
新
職
名
・
氏
名
・
旧
職
名

の
順
で
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

【
六
月
一
日
付
】
　
▼
企
画
課
広
域
行

政
係
・
中
村
良
史
（
保
険
生
活
課
生

活
児
童
係
）
　
▼
保
険
生
活
課
生
活
児

童
係
・
吉
岡
万
里
子
（
農
林
耕
地
課

林
務
水
産
係
）

【
七
月
一
日
付
】
　
▼
工
事
監
査
課
課

長
補
佐
兼
契
約
係
長
兼
用
度
係
長
・

吉
江
弘
美
（
農
林
耕
地
課
課
長
補
佐

兼
管
理
係
長
）
　
▼
農
林
耕
地
課
課
長

補
佐
兼
管
理
係
長
・
大
圏
親
正
（
農

林
耕
地
課
耕
地
係
長
）
　
▼
農
林
耕
地

課
課
長
補
佐
兼
耕
地
係
長
・
屋
所
克

郎
（
工
事
監
査
課
課
長
補
佐
兼
契
約

係
長
兼
用
度
係
長
）
　
▼
企
画
課
課
長

補
佐
・
室
屋
和
孝
（
企
画
課
電
算
係

長
）
　
▼
企
画
課
電
算
係
長
・
高
山
八

大
（
企
画
課
電
算
係
）

暮
雪
夢
　
・
ミ
ナ
I

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
④
生
産
管
理
⑤
法

務
・
総
務
⑥
広
報
・
広
告
⑦
物
流
管

理
⑧
情
報
・
事
務
管
理
⑨
経
営
企
画

⑲
国
際
業
務

○
受
験
料
　
1
科
目
2
．
0
0
0
円

○
申
請
手
続
　
1
月
2
6
日
（
月
）
～

8
月
6
日
　
（
金
）
　
に
申
請
書
を
鹿
児

島
県
職
業
能
力
開
発
協
会
へ
提
出

（
持
参
・
郵
送
可
）
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
県
職
業
能
力
開
発
協
会

皿
0
9
9
（
2
2
6
）
　
3
2
4
0
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第3章「地球温暖化の影響」

地球温暖化の問題はさまざまな地球環境問題と深く関わってしヽます。

温暖化によって起きる現象と影響
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‘一・ゞM ≡・毒舌‾一二三章‘ “缶己 ／章 �蓋産＿ �三二㌔｝∵ヽゝ‾・‾ 麟懸÷ ｛・ 1〇 ・t ��一■∴ �…●噸 宣言： �イく．， ヽ1㌦・ ′ �重〇〇〇〇〇°＿““＿＿ ・守、 寧轟 －Sm r“－ ・r �享 

陳∴寸∴千㌔ 10 、：曲∴ －ir‾‾ヽ〇＿ 　ま雪景 ����喜肇‾ぎ 　ー謙一 

●）J　●．′ 

鴎雨敵1． 1＿●、、‘．｛言 、－1‘、 ‾＿a‾ 専 � �U∴∴∴－「 ．′ �．コ葛’ ：● ’、〈 �� 

I � � � �� 
】 �� ��� 

北米でも西ナイルウイルス

の感染が広がっています。

熱帯性伝染病の原因となる

ウイルスの発生地域が広がり、

世界各地にマラリアなどの病

気が広がると言われています。

大型のハリケーン「ミッ 

言霊請書蒜∵誓三甲 
た；後、ハ。ケーンなど熱帯塾頭露 

低気圧の威力縮まると言誉二三三二冠絶 　　　　　　「．一一‾一・‾■レ一・i れています。　　r 



「お知らせ」が電話で開けます。宣誓認襲緻

過去の報道等にも、日本国内や世界の異常気象が報じられてしヽます。

私たちの身近なところで起きてし、る地球の温暖化の影響につし、て、家族のみなさんで話し合っ

てみましょう。また、地域に住む年配の方、特に農業に従事してしヽる人や自然に詳ししヽ人は、自

然環境の変化を体験的に知ってし、ます。そうした人に昔と今の地域の自然環境の達しヽなどにつし、

て話してもらうことも、温暖化を身近な問題として考えるよしヽきっかけとなるでしょう。

人間も地球生態系の一員であi）、この生態系が壊れれば人間にも大きな影響が及ぶことを考え

てみましょう。

日本の食料自給率は約40％と他の先進国に比べて非宮に低い状況にあります。温暖化により食

料生産に影響が出るとしヽうことは、自給率の低い日本にとって大変なことです。

南極地域の気温の上昇は大 

きく、棚氷などが解け出して 

います。 

これも海面上昇の原因とな 

ります。　　　　　　　　　顎呼的亨場町やm－i‘‾一i 

ど・1ラ・ 国璽醒 

アフリカ・サヘル地域では、

砂漠化が進む中、干ばつの被

害によって常に飢陸に脅かさ

れています。

地球の温暖化によって、さ

らに深刻な水不足や食料不足

になります。

十一二二二王ニー＿＝l工．．I鴫
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図四日霊園
ジェンダーからの解放は
男女共通のテーマです。

男費共同参画
i平成16年3月に策定した「かじ書籍女美的＄轟ブラシ」から（その3＿＿）

未来を拓く「心豊かな活力に満ちたまちづくり」の実現に向けて、住民一人ひとりの個人として
の尊厳が尊重され、その個性と能力が十分に発揮されるよう人権の確立をめざします。

基本目標の4つの内、今月はⅢを掲鼓します。

基本目標Ⅲ　性細こかかわらず個性と能が梯繍できる
就業環境の整備をすすめます

雇用等の分野における男女の平等

経済環境の変化や産業構造の変化により、こ
れまでの高い経済成長期に適応してきた、さま

ざまな制度や慣行の見直しが求められています。

すでに、労働市場においては、男性を主たる家

計の担い手とし女性をその被扶養者とする世帯

単位のとらえ方に基づく日本型雇用慣行（終身

雇用・年功序列型賃金）が変化し、年齢や結婚

の有無にかかわらず、多様な働き方を求める人

も増加しています。
このような変化に対応するためにも、男女共

同参画社会の実現が求められており、「男女共

同参画」の根底に流れる人権尊重の理念を踏ま

え、労働の場における男女平等をめざす就業環

境の整備をすすめます。

女性の自立を支える経済基盤の確立

男女を問わず、個人として自立した人生を送
るためには、所得を得るための労働の場と、何

らかの理由で所得を得られなくなった時の生活

が保障される医療や年金等社会保障の安定が必

要です。しかし、現行の社会保障制度は、各自
の働き方による所得の状況と密接に関連してい

るため、労働の場における性別による格差が社

会保障の格差にも引き続き、また社会保障制度

が性別役割分業世帯を基準としていることも併

せて、女性の自立を支える経済基盤に大きく影

響しています。

このような背景を踏まえ、雇用の場における

性別による差別的取扱いの解消に取り組むとと

もに、多様な働き方や女性のエンパワーメント

を支援し、女性の自立を支える経済基盤の確立

をめざします。

重点課題7　雇用の場における男女間格差の解消に向けた環境の整備

平成9年4月、募集・配置・昇進を含む雇用
の全ステージにおける女性に対する差別を禁止

規定とした「改正男女雇用機会均等法」が施行
されましたが、依然として、性別による職種・

職域・研修機会の偏りや昇進の格差等の不平等
が存在しており、雇用の場における男女平等が

確立されていない現状があります。
このような現状から本町では、雇用の場におい

て、管内事業所における男女雇用機会均等法の

周知・徹底の強化を図ります。
また従来の雇用慣行により事実上生じている

男女間の格差解消に向けて、管内事業所に対し
てポジティブ・アクションの推進に関わる情報

を提供するとともに、女性の職業能力開発への

支援に努めます。



「お知らせ」が電話で開けます。
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重点課題8　農林水産業・商工自営業で働く女性の就業環境の整備

本町における農林水産業において、女性は就

業の重要な担い手であるにもかかわらず、いま
だ根深く残っている性別役割分業意識や慣習・

しきたりによって、無償労働や過重労働を余儀

なくされています。また、商工自営業に携わる

女性の場合も、仕事と家庭生活の明確な区分が

難しく、労働報酬が支払われていない等、農林

水産業に携わる女性と同じような状況に置かれ

ています。

農林水産業・商工自営業に携わる女性が、労

働を適正に評価され、その労働に見合った報酬

を得ることができるように、関係者の理解を深

めるための広報・啓発をすすめるとともに、女

性が快適に働くことができる労働条件の確保や

就業環境の整備を推進します。

重点課題9　多様な働き方を支援する就業環境の整備

雇用・就業形態が多様化するなかで、労働者
が、その価値観やライフスタイルに応じ、多様

でかつ柔軟な働き方を選択でき、それぞれの働

き方に応じた適正な処遇・労働条件が確保され
ることは、女性の能力発揮の促進を図る上で重

要な課題のひとつです。本町でも、パートタイ
マーとして就業している女性労働者が多く、そ

の適正な労働条件の確保や、雇用管理の改善に

向けた取組は大変重要です。管内事業所に対し
て、「短時間労働者の雇用管理の改善等に関す

る法律及び指針」の周知徹底を図るとともに、

在宅勤務をはじめとする新しい就業形態で働く

女性や、起業をめざす女性に対して、情報提供

等の支援を行い、多様な働き方が可能になるよ

う就労環境の整備に努めます。

重点課題10　仕事と家庭の両立のための就業環境の整備

少子高齢化が進展する中で、仕事と育児や家

族の介護を両立できるようにすることは、経済

社会の活力を維持する上でも、男女が安心して

子どもを生み・育て、家族としての責任を果た

すことが出来る社会を形成していく上でも重要

です。

このような状況を踏まえ、平成15年7月、

「次世代育成支援対策推進法」が成立しました。
この法は、政府・地方公共団体・企業等が一体

となって、国の基本政策として、次世代育成支

援（家庭や地域の子育てカの低下に対応して、
次世代を担う子どもを育成する家庭を社会全体
で支えること）を進め、家庭や地域社会におけ

る子育て機能再生を実現するための法律です。

本町では、家族を構成する誰もが、ともに職

業生活と子育て・介護などの家庭生活を両立さ
せることができるように、男女共同参画の意識

の浸透に積極的に取り組むとともに、雇用環境

の整備に努めます。

（次回は、基本目標皿を掲載予定）

鹿児島県男女共回せンダー「男女共同参画週間フェスタ」
男女共同参画週間（7月25日～31日）にちなみ、7／25－8／1かごしま県民交流センターで開催

●基調講演「男女共同参画ってなあに？一ジェンダーというメガネで見ているものを考える－」

7／31（土）13：30－15：30　かごしま県民交流センター中ホール

●ワークショップ　7／31（土）15：40－18：00　　自主活動6グループにより実施

●映画上映会「Ilトルダンサー」

バレエダンサーにあこがれる少年の成長を描く、微笑ましいヒューマン感動作　2000年製作

8／1（日）10：00－12：00、14：00－16：00の2回上映　　かごしま県民交流センター中ホール

⑥期間中　調査・研究の展宗　　託児もあります。希望の方は事前にお申し込み下さい。

申込み・問い合わせ先　鹿児島県男女共同参画センター　℡099－221－6603

※男女共同参画相談室の御案内：鹿児島県男女共同参画センター（月曜休館。月曜が祝日の場合、翌日休館）

電話・面接・法律・心と体の健康相談　相談専用電話　℡099－221－6630／6631

（問い合わせ先）総務課　男女共同参画係　　℡62－2111（内281）
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カトリーナ・ 
べノース 

おやっとさあ！！梅雨に入ったころ、しヽい天気がしば

らく続いていたので私は嬉しかったです！どんどん蒸

し暑くなIj、夏の香りがします。

夏というと、私はクリスマス・お正月・夏休みのこ
とを連想します。永遠に続く感じがした、のんきな子

供時代の夏休みを懐かしく思う私にとって、夏休みに

学校に通う日本の高校生や、宿題を一所懸命する日本

の小学生の姿が不思議なのです。

今月の「カトちゃんねる」は教育制度のテーマで書
きますので、どうぞ読んでみてください。

●私が見たオーストラリアと日本の教育制度の達しヽ

オーストラリアでiよ　小学校は7年間です。日本と

同様に1年生から6年生まで学年があIJますが、「キ

ンダガーテン」という幼稚園のような学年もあIjます。

オーストラリアの子供達は5歳から小学校へ行きます。

日本のように「中学校」と「高校」が別々ではなく、
1つの6年間の学校で「ハイスクール」と言います。

学年の数え方は小学校の6年に続いて7年から12年ま

でのです。12年生は日本の受験生と同じです。

初めて日本の学校を見たときの個人的な感想‥‥

驚　　い　　た　　」　　と �オ　ー　ス　ト　ラ　リ　ア　で　は 

＊生徒が掃除をする �＊清掃業者を雇っている 
＊ピアスやパーマ、染髪が禁止 �＊公立学校では制服以外、生徒の外見は自由 
＊週末に学校へ行く �＊土日は完全に休日 

＊先生の説明中に、生徒の私語が目立つ �＊だれかが話す時、他人が聞くことが大事 
＊授業中に生徒が寝る �＊許せない非常に失礼な行動と考える 
＊真冬に半ズボンで通う生徒 �＊長ズボンの冬用制服がある 
＊歩いて登校する小学生 �＊保護者が迎えに行く 

自分の教育制度に対しての考えは、日本の高校に留学したことと、オーストラリアで教育学を勉強して教師と
して働いたことで変わってきました。最初、日本の学校は「厳しいなあ」と思いましたが、最近ではオーストラ

リアの学校も、ある部分をもっと厳しくした方が良いなと考えるようになIjました。オーストラリアと日本の教

育制度のちようと中間くらいが理想的な教育制度ではないかと思います。

私が見た日本の学校の良いところは、①指春に従う生徒が多い、（②中学校まで音楽が必須科目である、③給食
の準備を自分たちでする、④部活を一所懸命する、⑤部活で先生がいなくても先輩が後輩に教えることなどです。
一方で良くないところは、①学歴や試験などのプレッシャーが多い、（9授業に議論がほとんどなく、意見や質問

を言う生徒が少ない、③先生主導型の授業が多いことなどです。

まだ自分の体験や勅強が足iJませんが、これから色々な国の制度を勉強して、将来自分の生徒達のために色々

な教え方を試してみたいと思っています。

！バ 　章‘ 一二∴ま i 　＿ろ ′　ニー 　ヽ ＼‘ ��薄雪 �00000－－‘〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 、 

、ゝ 三鍾要望堂畦　。 �� 
1996年受験生の時、オーストラリアの級友と

営 � 
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2003年のかじの木大学英会話の皆さんと



「お知らせ」が電話で開けます。i憲溺藷醒離職
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7月は界雷蒜罵認諾結謂）の納期です
納期限（8月2日）までに納めましょう。納税は手軽で便利な口座振替で！

手続は、預金口座をお持ちの銀行や農協等で蘭学にできます。

問い合わせ先　役場税務課　℡62－2111（内線102－104）
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「お知らせ」が電話で開けます。

雅昌勇貴晴着大聖和保
之則太文志久作郎也薯

LLl

くす

8月姶良郡眼科医在宅医衰 

1（日） �渡辺眼科クリニック �℡45－6888 � 

8（日〉 �いちち眼科 �℡47－3618 

15（日） �神　村　眼　科 �℡64－5556 

22（日） �隼人福島眼科医院 �℡64－2940 

29（日） �西眼科医院 �℡62－2526 

※在宅医は往診はいたしません。 

※在宅医の担当時間は午前9時～午後1時です。 
※原則と �して緊急を要しない一般の患者さんは御遠慮くだ 

さい 

8月在宅医衰 

1（日） �四本信一皮膚科 �℡63－9912 � 

8（日〉 �とくだクリニック �℡64－1717 

15（日） �悶耳鼻咽醐クリニック �℡62－8787 

22（日） �さんのう内科 �℡63－3000 

29（日） �壱　帳　内　科 �℡62－2222 

※診療時間は午前9時～午後5時です。 
※当日の往診ならびに緊急以外の受 ��彩は御遠慮ください。 

日曜・祝日歯科救急診療（午前9 ��時～午後3時） 
郡歯科医師会口腔保健センター　溝辺町（TEL50ー4認8） 

鞄脚亜蛭田

星団。捏語
の勅昏

平成16年6月1日現在

（園田可
23，161人　（△31）

囲
10，699人（△2）

図
12，462人（△29）

‘亜望囚

※（）内は前月との比較

※集計の関係で、前月1日

の人口を掲載しています。
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顔 �製眉照弦 �。●諜塑 

国電悶閣患 ����憲「『 

′i＿2－＿∴∴ ．一三－紅玉＿．レ ヽ　：● 　　とし 詳ノ ����審：∴ 藷 ト ン・’ l I ざ㌢ i ！ I 

十 ●′ �† 

ー 即、 � 

上村冨男さん（菖蒲谷）の畑で採れた
鳥そっくりのにがごり

初めて見るくも合戦に子どもたちは大喜び

こんなもの
あんなもの

●　言で 

で　醗義務議憑 ��．／護謡 
議：繁 �圭子ヽ　一一 � �● 章 ■〉 ”軍費 8 �1 ） で∴∴＋ I iiヽ駕室田憲 一●ノ二 番地道場 讃 
謡．　　　・、ご 

ぎ∴誓書整 　．洲〔●．、 ��舞、‾ ●　事 
小一 ．軍、 蜜一事 

さ噛 」′」＿ ��＿● ��慶、＿羊 † ヽLJ 一書譜　　　　　　　●・や　‾「 

事 

15，000本満開！前田辰徳さん（赤谷）の

ひまわり畑

言手中「国王－ 

÷　　∴ゴ」∴　∴ 　　　▲l ヾ書　、‾i賞∴∴中 

「∴∴醒：‾ 
オーストラリアのテレビ局がくも合戦を取材

平要時代の逼跡を鵜 �見！柁職小学校校庭 
柁城小学校プール横の屋外トイレ新築工事に伴 い、その工事場所が加治木島津家屋形跡地であっ たことから、記録保存のため5月25日から6月1 日まで発掘調査が行われました。調査の結果、竪 穴式の建物と思われる遺構と中世から現代に至 る遺物が発見されました。 ●調査結果（出土品） �‘：一事　　　　　i 

・平安時代と思われる竪穴状の建物跡　一棟 �島津家屋形跡は、島津義弘が重富の平松城から 
・19世紀代と思われる礎石　二基 �移り住むために造られた館造りの平城と言われ、 
・鎌倉時代から明治時代の柱穴　七基 �その時期は慶長12－13年頃と言われています。 
・時期不明の溝状遺構　三基 �今回の調査では約400年前の江戸時代の遺跡が 
・9世紀前半の須恵器 �確認されると思われていましたが、平安時代に遡 
・13世紀頃中国竜泉窯製青磁及び白磁 �る約1000年前の遺構や遺物が発見されました。ま 
・室町時代のすり鉢 �た、鎌倉時代の中国製品や室町時代の全国各地の 
・薩摩焼（初期龍門司焼、白薩摩焼）、伊万里焼、 �焼き物が出土するなど、島津氏入部以前からこの 

唐津燐等 �地域の領主の主要施設が存在していたことが推測 
・戦災で焼けだと思われる瓦、熔け固まったガラ �されます。， 

ス片等 �問い合わせ先　社会教育課文化財係　℡63－8880 
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